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03010510101三国健康管理センター管理運営事業　三国

国体推進課 82-8903 村中秀也

誰もが笑顔で暮らせるまちづくり

高齢者福祉の充実

自治事務（任意的なもの）

施設管理事業

市 業務の一部を委託 施設の清掃及び警備保障等

無

有

無

坂井市都市公園条例・坂井市都市公園三国運動公園健康管理センター規則

事業対象
市民（65歳以上の高齢者・市民・老人会など）

高齢者が要介護に陥ることなく、健康でいきいきとした生活を送れるように、予防事業を行う施設の維持管理を行います。

高齢者の体力健康の増進のための高齢者福祉施設として、三国運動公園健康管理センターの維持管理を行う。

需用費　消耗品費　　119千円　
　　　　燃料費　　2,519千円
　　　　光熱費 　13,802千円　　　
　　　　修繕料　　2,120千円
　　　　医薬材料費　 12千円

役務費　通信運搬費　 69千円
　　　　手数料　　　159千円
　　　　保険料　     20千円

委託料　　　　　   3,110千円
使用料　　　　　  　  78千円
工事請負費　　　   3,900千円　

予算

報酬

民生費款 項 目社会福祉費 老人福祉施設費

コ
ス
ト

事
業
費

人
件
費

委託費

需用費

役務費

その他

事業費合計

正職員

臨時職員

人件費合計

平成27年度 平成26年度 平成25年度 平成24年度

総事業費

3,104

18,142

249

142

21,637

1.10 0.307,820 2,108人 人 人 人

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

7,820 26,017千円 千円 千円 千円

0.00 0.90 2,273人 人 人 人千円 千円 千円 千円

1.10 1.207,820 4,380人 人 人 人千円 千円 千円 千円

国県支出金 千円 千円 千円 千円

使用料･手数料 千円 千円 千円 千円

分担金･負担金 千円 千円 千円 千円

地方債 千円 千円 千円 千円

一般財源 7,820 14,043千円 千円 千円 千円

特
定
財
源

事
業
費

財源合計 7,820 26,017千円 千円 千円 千円

11,974千円 千円 千円 千円その他

目標値
人

利用者数
実績値

達成率

指標名 単位 年度 平成27年度

成
果 9348

達成率

平成26年度

--- 9841

達成率

平成25年度

--- 11277

達成率

平成24年度

---

目標値人利用者数
実績値

達成率活
動 9348

達成率

--- 9841

達成率

--- 11277

達成率

---

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

【市民のニーズ】
社会情勢や環境の変化により、市民ニーズが薄れていませんか？

Ａ．薄れていない

Ｂ．少し薄れている

Ｃ．薄れている

【市が実施する妥当性】
市が事業実施主体となることは妥当ですか？（国、県、民間の活動と重複してい
ませんか？）

Ａ．妥当である

Ｂ．あまり妥当でない

Ｃ．妥当でない

【受益の公平性】
特定の個人や団体に受益が偏っていませんか？

Ａ．偏っていない

Ｂ．多少偏っている

Ｃ．偏っている

妥
当
性

A

A

C

【事務の効率化】
事務手続きの見直しなど、事務の効率性をさらに向上させることができますか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

【民間活力の導入】
事業の成果を低下させず民間活力（民間委託、指定管理者、まちづくり協議会
等）を導入することで、さらにコスト削減することができませんか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

【歳入増加策】
受益者負担金や歳入増加策を見直す余地はありますか？

Ａ．余地はない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．見直すべき

効
率
性

B

C

B

【事業の成果】
事業成果の目標達成状況は順調ですか？（事業の成果が十分に上がっています
か？）

Ａ．順調である

Ｂ．あまり順調でない

Ｃ．順調でない

【サービス内容の見直し】
成果を向上させるためサービス水準や対象を見直す余地はありますか？

Ａ．余地はない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．見直すべき

【他事業との統合】
類似・関連事業との統合により、成果をより向上させることはできますか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

有
効
性

B

C

C

すぐにできる ４課の協力のもと効率良く効果的な複合施設の運用を目指します。

改善提案

目標年度 平成28

平成28年度改修工事にあたって、担当課と協議を行いました。

取組状況

中長期的に取り組むべき
改善提案

取組状況

年度

目標年度 平成30 年度

事業の方向性
平成２８年度の改修工事完成までに、教育部局と福祉部局と連携し効果的な管理運営について検討していきます。

目標年度 平成28改善して継続します。 年度を目安

理
由

判
断

実施主体の方向性
まずは現状を維持しつつも、改修後の施設機能に応じた管理運営を図っていきます。

目標年度 平成28現状どおり実施します。 年度を目安

理
由

判
断

ｺｽﾄ投入の方向性 目標年度 －－現状を維持します。 年度を目安

理
由

判
断

人員投入の方向性
管理運営に応じた適切な人員の配置を図ります。

目標年度 －－現状を維持します。 年度を目安

理
由

判
断

すぐにできる改善提案

教育部局と福祉部局の連携を図りながら効果的で効率的な管理運営方針を協議し実施していきます。

目標年度 平成28 年度

中長期的に取り組むべき 国体が終了した後の管理運営について、教育部局と福祉部局が連絡を密にし適正な管理を検討していきます。

目標年度 平成30 年度

改善提案
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10060115101国体推進事業　本庁（国体推進課）

国体推進課 50-2643 村中秀也

生涯を通じて学び・育つまちづくり

スポーツ・レクリエーションの振興

自治事務（任意的なもの）

ソフト事業

市 業務の一部を委託 福井しあわせ元気国体坂井市実行委員会に計画策定委託

有

無

無

スポーツ振興法、国民体育大会開催基準要項

事業対象
 坂井市民全般と全国から集まる選手・監督・役員・観戦者・報道・他

平成30年に開催予定の福井しあわせ元気国体・大会に向けた準備を行う。

福井しあわせ元気国体に向け効率よく効果的な事業を円滑に行うため、坂井市実行委員会を中心に計画を策定し実施に向けて準備を進める。

国体推進事業（職員増員、事務所新規開設に伴う経費）
○賃金　　臨時職員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,283千円
〇需用費　消耗品、燃料費、修繕料　　　　　　　　　　　　　　341千円
〇役務費　通信運搬費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　426千円
〇委託料　委託料（保守点検）　　　　　　　　　　　　　　　　109千円
〇使用料及び賃借料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　906千円
〇工事請負費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　179千円
〇備品購入費　一般備品購入費　　　　　　　　　　　　　　　1,100千円
〇負担金　福井しあわせ元気国体坂井市実行委員会負担金　　　5,000千円
　　内訳　・総務費（委員会費、事務局費）
　　　　　・開催準備費（視察費、広報啓発費）

予算

報酬

教育費款 項 目保健体育費 保健体育総務費

コ
ス
ト

事
業
費

人
件
費

委託費

需用費

役務費

その他

事業費合計

正職員

臨時職員

人件費合計

平成27年度 平成26年度 平成25年度 平成24年度

総事業費

23,244

409

195

244,959

268,807

5.90 41,943人 人 人 人

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

314,854 千円 千円 千円 千円

2.00 4,104人 人 人 人千円 千円 千円 千円

7.90 46,047人 人 人 人千円 千円 千円 千円

国県支出金 千円 千円 千円 千円

使用料･手数料 千円 千円 千円 千円

分担金･負担金 千円 千円 千円 千円

地方債 208,800 千円 千円 千円 千円

一般財源 106,054 千円 千円 千円 千円

特
定
財
源

事
業
費

財源合計 314,854 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円その他

目標値
１

1/4
福井しあわせ国体坂井市開催種目の実施に向けた
調査研修、計画・設計、プレ大会、本大会の４段

1/4

実績値

達成率

指標名 単位 年度 平成27年度

---
成
果

達成率

平成26年度

達成率

平成25年度

達成率

平成24年度

目標値100
15

広報啓発活動による市民への周知活動事業数 10

実績値

達成率

150
活
動

達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

【市民のニーズ】
社会情勢や環境の変化により、市民ニーズが薄れていませんか？

Ａ．薄れていない

Ｂ．少し薄れている

Ｃ．薄れている

【市が実施する妥当性】
市が事業実施主体となることは妥当ですか？（国、県、民間の活動と重複してい
ませんか？）

Ａ．妥当である

Ｂ．あまり妥当でない

Ｃ．妥当でない

【受益の公平性】
特定の個人や団体に受益が偏っていませんか？

Ａ．偏っていない

Ｂ．多少偏っている

Ｃ．偏っている

妥
当
性

A

A

A

【事務の効率化】
事務手続きの見直しなど、事務の効率性をさらに向上させることができますか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

【民間活力の導入】
事業の成果を低下させず民間活力（民間委託、指定管理者、まちづくり協議会
等）を導入することで、さらにコスト削減することができませんか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

【歳入増加策】
受益者負担金や歳入増加策を見直す余地はありますか？

Ａ．余地はない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．見直すべき

効
率
性

B

B

B

【事業の成果】
事業成果の目標達成状況は順調ですか？（事業の成果が十分に上がっています
か？）

Ａ．順調である

Ｂ．あまり順調でない

Ｃ．順調でない

【サービス内容の見直し】
成果を向上させるためサービス水準や対象を見直す余地はありますか？

Ａ．余地はない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．見直すべき

【他事業との統合】
類似・関連事業との統合により、成果をより向上させることはできますか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

有
効
性

A

A

B

すぐにできる 行政だけでなく、各専門委員会において、市民・事業者・関係機関・団体の協力により開催準備を進めていきます。

改善提案

目標年度 平成30

今年度は福井しあわせ元気国体坂井市準備員会から実行委員会に昇格し、常任委員会、４つの専門委員会を設置し具体的内容の基となる基本計画を策定しました。

取組状況

中長期的に取り組むべき
改善提案

取組状況

年度

国体開催に向け市民のみなさんと関わり、選手・役員・応援者等、来市する皆様に「おもてなし」事業を効果的、効率的に行えるよう計画していきます。

市民総参加に向け、今年度は広報啓発活動として、イベントに出向き宣伝及び啓発グッズの配布を行いました。また、啓発の一環として国体ダンスのリーダー養成講習会
を坂井市独自に開催しダンスリーダーを通して子供から高齢者まで広く啓発しました。

目標年度 平成30 年度

事業の方向性 目標年度 平成30このまま継続します。 年度を目安

理
由

判
断

実施主体の方向性 目標年度 平成30現状どおり実施します。 年度を目安

理
由

判
断

ｺｽﾄ投入の方向性
市民運動、広報啓発で機運をさらに高め、平成２９年度のプレ大会開催経費、平成３０年度の本大会開催経費と増額されていきます。

目標年度 平成30事業費の増加を検討します。 年度を目安

理
由

判
断

人員投入の方向性
平成２７年度に実行委員会に総務企画委員会・競技式典委員会・宿泊衛生委員会・輸送交通委員会と４専門委員会を立ち上げ、各委員会ごとに担当を振り分け平成２９年度のプレ大会、平成
３０年の本大会に向け進めています。国体の成功に向け職員の増員を検討しています。

目標年度 平成29人員の増加を検討します。 年度を目安

理
由

判
断

すぐにできる改善提案

各種専門委員会において、各種団体と協力し準備を進めます。

目標年度 平成30 年度

中長期的に取り組むべき 「笑顔でおもてなし」事業を行います。

目標年度 平成30 年度

改善提案


